
第３次知多市環境基本計画一部改訂【概要版】 

○計画の位置付け 

地球温暖化対策の推進に関する法律、第 21 条第３項、第４項の規定による「地球温暖化対策実

行計画（区域施策編）」で、第３次知多市環境基本計画に包含（第４章、基本目標２）して策定。 

 

○改訂の趣旨 

国の地球温暖化対策計画が改訂され、温室効果ガスの削減目標が見直されたことに伴うもの。 

 改訂点 ・温室効果ガス排出削減目標の見直し、再生可能エネルギー導入目標の設定 

     ・取組内容の追加、水素等新技術の動向など 

 

○計画策定後の地球温暖化の現状と動向（P.30） 

地球温暖化が進行すると、気候変動により、自然や人間社会に深刻な影響を生じる可能性が高ま

るとされており、気候変動に関する政府間パネルが公表した「1.5℃特別報告書」では、気候変動

の影響を抑えるには、2050 年前後には二酸化炭素排出量の実質ゼロが必要と報告され、世界各国

では、二酸化炭素が大半を占める温室効果ガスの排出量を減らす取組を加速的に進めています。 

日本では、令和２年 10月、首相所信表明演説で国が 2050年までに、温室効果ガスを全体として

ゼロとすることを宣言し、令和３年 10 月、2030 年度の温室効果ガスの削減目標を 46％（2013 年

度比）に見直し、さらには 50％削減の高みを目指すとしました。 

 

○市内の温室効果ガス排出量（P.31） 

国及び本市の基準年である 2013

年からの温室効果ガス排出量の推

移は右図のとおりで、その量は減少

傾向にあり、9.4％（291千 t-CO2）

削減されています。 

部門別では、産業部門が全体の約

75％を占めており、その割合が大き

くなっています。電気、ガス供給、

石油精製などのエネルギー供給事

業者を含む大規模事業所が臨海部

に所在する本市の特徴が表れてい

ます。 

 

○市内の再生可能エネルギー導入状況（P.32） 

市内には、太陽光発電を中心に、バイオマス、水力、風力といった再生可能エネルギーの導入が

進められており、2019年度現在、47,489kW（発電量 63,621MWh）の再生可能エネルギーが導入され

ています。また、本市における電力需要量は、797,326MWhであり、需要量に対する再生可能エネル

ギーの割合は、7.9％となっています。 

○市内の再生可能エネルギー導入ポテンシャル（P.32） 

本市の自然条件や、土地利用条件から活用が

可能と考えられる太陽光発電・風力発電につ

いて、市域全体の再生可能エネルギー導入ポ

テンシャルを試算したところ、太陽光発電は

導入容量 481,000kW（発電量 667,296MWh）、風

力発電は導入容量 300kW（発電量 557MWh）のポ

テンシャルがあり、発電量の合計ポテンシャ

ルは 667,853MWhという結果となりました。 

 

○温室効果ガス排出量の削減目標（P.33） 

温室効果ガスの排出量と吸収量を均衡させるカーボンニュートラルの実現に向けて、長期目標と

して 2050年までに温室効果ガスの排出量を実質ゼロにすることに挑戦します。 

また、本計画終了年度でもある 2030 年度までの中間目標は、国の削減目標を踏まえ、市域全体

の温室効果ガス排出量を、2013 年度比で 46％以上削減することを目標とし、削減に向けた取組の

第一歩である省エネ化を最大限進めていくとともに、電力排出係数の低下にも寄与する再生可能エ

ネルギーの導入を着実に取り組みます。 

 

 

 

温室効果ガス排出量は、電力排出係数の低下、省エネ化推進、森林吸収源により削減されるもの

で、省エネ化の進捗度の違いによる３種類のパターンを設定して試算した結果から、2030 年度に

は、2013年に比べて約 46%～約 45％（－1,415～－1,384千 t-CO2）削減と見込んでいます。 

 

○2030年までの再生可能エネルギーの導入目標（P.34） 

再生可能エネルギーは、目標とする温室効果ガス 46％以上削減に対し、電力排出係数の将来低

下や省エネ化などによる削減量が不足する分を補うものとして、最大限導入を図っていく必要があ

ります。省エネ化の進捗に関わらず温室効果ガス削減目標を達成するためには、試算された発電規

模のうち最大規模が必要であるため、市内への導入目標は、次のとおり設定します。 

 

 

 

 

○2050年脱炭素社会の実現に向けて（P.35） 

地球温暖化の影響は、刻々と進行しています。このままでは、今の生活に多大な影響が発生する

だけでなく、将来世代に大きなリスクを残す「待ったなし」の状況です。今すぐ行動を起こすため

に、2050年の脱炭素社会に向けた知多市の脱炭素ビジョンを掲げ、ロードマップを設定します。  

2050年までに温室効果ガスの実質排出量ゼロ 

2030年度までに温室効果ガスの排出量を 46％以上削減（2013年度比） 

再生可能エネルギー年間発電量 145,286MWh以上 

（2019年度実績 63,621MWh、2019年度の電力需要量比で約 18％） 

 
 

 

 
 

 
 全自然 

 エネルギー 

現在の技術水準で 

利用困難なもの 
 
（例） 
・風速 5.5m/s 未満の
風力エネルギーなど 

 

 

 
 
法令、土地用途 
などによる制約が 
あるもの 

（例） 
・国立公園 
・土地の傾斜 
・居住地からの距離など 

 

 

 
 

賦存量 
設置可能面積、平均風速、河川流量等から理論的に算出することが
できるエネルギー資源量 

導入ポテンシャル ＜賦存量の内数＞ 
エネルギーの採取・利用に関する種々の制約要因
による設置の可否を考慮したエネルギー資源量 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


